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産業教育・キャリア教育担当
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番号 事業名 会計 款 項 目 説明事業

B26
世界をリードする科学技術人材育成事業 教育費 指導内容充実費

地方教育行政の組織及び運営に関する法律 宣言項目 06 次代を担う人財育成

分野施策 030620 確かな学力と自立する力の育成

１　事業概要 ５　事業説明

２　事業主体及び負担区分

３　地方財政措置の状況

　なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

予算額

財　　源　　内　　訳

一般財源

決定額 △2,183 △2,183 5,385

現計額 7,568 7,568

令和 2年度予算見積調書(2月補正予算)
課室名:

担当名:

内線: (単位：千円)

一般会
計

教育総
務費

教育連絡調整
費

事 業
期 間

令和 2年度～ 根 拠
法 令

　幅広い視点を含んだ革新的なイノベーションを創出で
きる人材の育成のため、科学・技術・工学・数学などを
重視し、分野を融合したＳＴＥＭ教育の充実を図る。高
校生のうちから、ＳＴＥＭ教育を踏まえた本格的な研究
に打ち込む機会を通して、その能力・才能の伸長を促し
、将来、世界をリードする科学技術人材の育成に向けた
体制を整えていく。

（１）世界をリードする科学技術人材育成事業　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 △2,183千円
　　予算の節減及び見込みを下回ったことによる減額

（１）事業内容 
　　ア　世界をリードする科学技術人材育成事業　　　　　　　　　　　　　　　　　7,568千円
　　　ＳＴＥＭモデル研究校において、以下の取組を実施する。
　　　(ｱ)　大学・研究機関等と連携し研究活動等における指導助言を受け、国際学生科学技術フェア等世界大会入賞を
　　　　 目指す。
　　　(ｲ)　科学系博物館の視察、及び海外で活躍する日本人研究者のセミナーを通じて、探究心等の育成とグローバル
　　　　 な視点からの科学的探求方法の育成を図る。
　　　(ｳ)　各分野の国際科学オリンピック日本代表として、世界大会でメダル獲得を目指す。　　
　　　(ｴ)　国内の研究者による講演会や最先端研究施施設の視察を通じて、多角的視点の育成を図り、融合的な研究の
         基礎を育成する。

（２）事業計画 
　　ア　ＳＴＥＭモデル研究校ごとに、プロジェクトチームを構成し、大学や研究機関と連携した探究的課題研究を通じ
　　　て、豊かな創造力と実行力を兼ね備えた世界で活躍する科学技術人材の育成を行う。
　　　　高校生の段階から本格的に研究活動に打ち込む機会を与え、国際学生科学技術フェア等世界大会入賞や国際オリ
　　　ンピック等でメダルの獲得を目指す。

（３）事業効果 
　　ア　科学・技術・工学・数学を重視し、分野の横断教育型の探究的課題研究を行っていくことで、日本の未来を担う
　　　人材の発掘や理数分野に特化した人材の発掘及び十分な指導が困難であった生徒を含めた県立高校の理数系人材の
　　　トップ層の育成を図ることができる。
　　
（４）県民・民間活力、職員のマンパワー、他団体との連携状況 
　　ア　大学・研究所などの研究機関・研究者と連携し、将来国際的に通用する多角的な視点及びグローバルな視点から
　　　の科学的探求方法の育成に活用する。

（５）補正予算の概要
　　ア　予算の節減及び見込みを下回ったことによる減額

　(県10/10)

　9,500千円×0.4人＝3,800千円

補正後の
予算額

― 教育局 B26 ―
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